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農福連携で対談した神出元一理事長㊧と濱田健司さん（６－７面）

ＴＡＣパワーアップ大会2018で事例発表す
るＪＡ北びわこの丸岡課長（5面）

台湾の百貨店に設置した常設販売棚で山
形県産農畜産物のトップセールスをする山形
県本部運営委員会の長澤豊会長㊨ら（８面）

Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
１
８
を
開
催

在香港日本国総領事館の和田大使が
全農訪問（輸出対策部）

米国の名門調理師学校で2年目の
和牛講座開く（ＪＡ全農インターナショナル㈱）

全農職員が完全自動飛行型ドローンの
デモ飛行開始（耕種総合対策部）

ＪＡグループ広島 担い手アグリサミット
開催（広島県本部）

ＪＡ東京中央と㈱アグリゲートが業務提携
（総合企画部）

大阪で「ヤンマーサポーティングマッチＪＡ全農
にいがたサンクスデー」開催（新潟県本部）

台湾の百貨店と販売協定締結（山形県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡおやま）

5面

県本部だより（愛媛県本部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

クミアイプロパン絵のコンクールで
特選など入賞作品決定（燃料部）

ＪＡタウンショップ紹介
　小さなＹＡＭＡＧＡＴＡマルシェ
　（ＪＡ全農山形）

「国産鶏居酒屋 はせどり 秋葉原店」が
ラジオ番組で紹介される

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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農福連携で労働力不足に取り組む 全農も一翼を担い、地域創生へ
対 談6

7
面

濱田 健司 さん 神出 元一 代表理事理事長
一般社団法人 ＪＡ共済総合研究所主任研究員
一般社団法人 日本農福連携協会 顧問 全 農

Web
限定 （畜産総合対策部）



News!

本物の日本産和牛を世界のレストランへ
米国の名門調理師学校で 2 年目の和牛講座開く ＪＡ全農インターナショナル㈱

　
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
は
11
月
23
日
、
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
名
門
調
理
師
学
校「
カ
リ
ナ
リ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
」（
C
I
A
）で
、日
本
産
の
和
牛
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る「
和
牛
講
座
」を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
調
理
師
学
校
は
、「
料
理

人
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
」と
呼

ば
れ
て
お
り
、
多
く
の
生
徒
は

卒
業
後
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き

レ
ス
ト
ラ
ン
で
勤
務
し
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
日
本
食
講

座
を
開
講
し
て
お
り
、J
A
全

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は

2
0
1
7
年
か
ら「
和
牛
講
座
」

を
担
当
し
、
今
回
で
2
年
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の「
和
牛
講
座
」は
、前

年
と
同
様
、
全
国
食
肉
学
校
の

佐
俣
宏
紀
先
生
を
講
師
と
し
て

招
き
、
和
牛
に
関
す
る
講
義
、

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
調
理
の
実
演

（
時
雨
煮
、冷
し
ゃ
ぶ
、す
き
焼

き
、ス
テ
ー
キ
）の
後
、生
徒
に

よ
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。実
習

後
の
試
食
で
は
、
す
き
焼
き
と

生
卵
を
お
か
ず
に
ご
飯
を
お
代

わ
り
す
る
生
徒
も
大
勢
い
ま
し

た
。

　
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
㈱
は
、今
後
も「
和
牛
講
座
」

を
継
続
し
、
世
界
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
本
物
の
日
本
産
和
牛
が

メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

和牛について講義する全国食肉学校の佐俣宏紀先生

講師の指導のもと、和牛のカッティング
実習を行う生徒

News!

在香港日本国総領事館の和田大使が全農に来所
国産農畜産物の輸出拡大に向け、引き続きの連携を確認 輸出対策部

　
在
香
港
日
本
国
総
領
事
館
大
使
兼
総
領
事
の
和
田
充
広
氏
が
11
月

16
日
、全
農
を
訪
れ
長
澤
豊
会
長
は
じ
め
役
員
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
今
年
4
月
、
香
港
現

地
事
務
所（
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
）を
設
置
し
、

国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
和

田
大
使
は
、
前
任
の
松
田
邦
紀

氏
の
後
を
受
け
て
、
11
月
に
着

任
す
る
こ
と
と
な
り
、
全
農
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
和
田
大
使
は「
農
水
大
臣
か

ら
も
、
香
港
し
っ
か
り
や
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
る
。
全
農
の
事

務
所
と
も
よ
く
連
携
さ
せ
て
も

ら
い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
長
澤
会
長
は「
全
農
は
現
地

に
事
務
所
を
置
い
て
、
覚
悟
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
緒

に
就
い
た
ば
か
り
だ
が
、
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
」と
引
き
続
き
の

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
在
外
公
館
と
も
連
携

し
つ
つ
、
国
産
農
畜
産
物
の
輸

出
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

神
出
理
事
長（
左
）か
ら『
全
農
リ
ポ
ー
ト

2
0
1
8
』の
説
明
を
受
け
る
和
田
大
使

（
右
手
奥
）

固
い
握
手
を
交
わ
す
和
田
大
使（
左
）

と
長
澤
会
長
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News!

ナイルワークスドローンのデモ飛行を開始
全農職員８人が国交省から飛行承認を得てドローン操縦 耕種総合対策部

　
全
農
は
、航
空
法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
と
し
て
全
農
職
員
8
人
に

よ
る
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
ド
ロ
ー
ン（N

ile-T18

）の
飛
行
許
可
・
承
認

申
請
を
直
接
国
土
交
通
省
に
行
い
、今
年
11
月
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
新
型
の
ド
ロ
ー
ン
は
、
肥

料
や
農
薬
の
省
力
散
布
だ
け
で

な
く
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

生
育
状
況
の
把
握
と
局
所
施

用
、
収
量
予
測
と
い
っ
た
デ
ー

タ
に
基
づ
く
精
密
農
業
を
可
能

に
し
、
生
産
性
を
大
幅
に
向
上

で
き
る
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
全
農
が
出
資
す
る
株
式
会
社

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
の
ド
ロ
ー
ン

は
完
全
自
動
飛
行
型
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト（iPad

）の
画
面
を
操

作
す
る
だ
け
で
、
事
前
に
登
録

し
た
圃ほ
じ
ょ
う場
を
自
動
で
飛
行
、
散

布
、撮
影
し
ま
す
。そ
の
飛
行
精

度
は
縦
横
方
向
に
数

セ
ン
チ
程
度
の
誤
差

で
、操
縦
者
の
飛
行
技

能
に
関
係
な
く
、誰
が

操
作
し
て
も
正
確
に

飛
行
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
後
、当
該
職
員
8

人
で
各
地
で
の
デ
モ

フ
ラ
イ
ト
対
応
の
ほ

か
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養

成
講
習
会
で
講
師
と

し
て
の
活
動
を
開
始

し
ま
す
。さ
ら
に
年
度

内
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

有
資
格
者
の
拡
大
を

進
め
、ド
ロ
ー
ン
の
普

及
を
加
速
し
ま
す
。

全
農
職
員
が
デ
モ
飛
行
を
始
め
た
㈱
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス

の
完
全
自
動
型
ド
ロ
ー
ン

News!

担い手に向け総合的情報発信！ 担い手アグリサミット開催
共同購入トラクター、自動飛行ドローンなどに注目 広島県本部

　
広
島
県
本
部
は
11
月
7
、8
日
、東
広
島
市
河
内
町
の
J
A
西
日
本

営
農
技
術
セ
ン
タ
ー
で「
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
担
い
手
ア
グ
リ
サ
ミ
ッ

ト
」を
開
き
ま
し
た
。3
回
目
と
な
る
今
回
は
、2
日
間
で
担
い
手
経
営

体
、J
A
関
係
者
な
ど
5
0
2
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
実

演
会
で
は
、
広
島
県
で
は
初
の

自
動
飛
行
ド
ロ
ー
ン
の
試
験
飛

行
を
は
じ
め
、
白
ネ
ギ
の
自
走

式
収
穫
機
、
土
壌
の
排
水
性
を

高
め
る「
パ
ラ
ソ
イ
ラ
ー
」な
ど

の
実
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
は
、農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
特
設
な
ど
28
の
ブ
ー
ス
を
展

開
。こ
の
う
ち
、農
機
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
10
月
か
ら
発
売
を
開

始
し
た
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー

を
は
じ
め
、
リ
モ
コ
ン
草
刈
り

機
な
ど
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
水
田
雑
草
の
防

除
体
系
、
水
稲
・
園
芸
収
量
向

上
対
策
な
ど
七
つ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
準
備
。省
力
化
・
単
収
向
上
に

向
け
て
、
来
場
し
た
生
産
者
は

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

注目を集めた自動飛行ドローンの実演

10月から発売を開始した共同購入トラクターに見入る来場者
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News!

西洋梨「ル レクチエ」試食などで新潟県産農産物ＰＲ
大阪で「ヤンマーサポーティングマッチＪＡ全農にいがたサンクスデー」開催 新潟県本部

　
新
潟
県
本
部
は
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
協
力
で
11

月
24
日
、大
阪
市
内
の
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長
居
で
、「
ヤ
ン
マ
ー
サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
チ
J
A
全
農
に
い
が
た
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」（
セ
レ
ッ

ソ
大
阪
v
s
柏
レ
イ
ソ
ル
）の
開
催
に
合
わ
せ
、新
潟
県
産
農
産
物
を

P
R
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
場
者
へ
新
潟
県

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
新

潟
県
本
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
米
飯
パ
ッ
ク
の
配
布

（
2
万
個
）と
新
潟
県
が
誇
る
西

洋
梨「
ル
レ
ク
チ
エ
」の
試
食
を

メ
イ
ン
に
行
い
ま
し
た
。

　
「
ル
レ
ク
チ
エ
」を
食
べ
た
方

か
ら
は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
」

や「
ル
レ
ク
チ
エ
と
い
う
梨
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」と

の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
関

西
在
住
の
一
般
消
費
者
に
新
潟

県
産
農
産
物
を
P
R
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
新
潟
県
本
部
は
こ
れ
か
ら
も

県
内
、
県
外
の
方
々
に
新
潟
県

産
農
畜
産
物
を
P
R
し
て
い
き

ま
す
。

ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長
居
で
来
場
者
に

米
飯
パッ
ク
を
配
布

来
場
者
に「
ル
レ
ク
チ
エ
」の
試
食

配布した新潟県本部
オリジナル米飯パック

News!

ＪＡ東京中央と㈱アグリゲートが業務提携
差別化した農産物のブランディングや販売などで連携 総合企画部

　
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
と
都
内
で
17
店
舗
の「
旬
八
青
果
店
」を
運
営
す
る
株

式
会
社
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト（
全
農
が
出
資
）は
、11
月
26
日
に
業
務
提
携
を

結
び
ま
し
た
。

　
㈱
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
は「
未
来

に
お
い
し
い
を
つ
な
ぐ
、
イ
ン

フ
ラ
の
創
造
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
掲
げ
、
こ
の
実
現
の
た
め

に
J
A
東
京
中
央
と
の
事
業
創

造
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、J
A
東
京
中
央
は「
都

市
農
業
を
守
る
農
協
」と
し
て
、

3
0
0
を
超
え
る
管
内
組
合
員

生
産
者
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、

地
域
住
民
へ
の
貢
献
の
た
め
の

各
種
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

①
東
京
都
で
の
農
業
生
産
だ
か

ら
出
来
る
差
別
化
し
た
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
販

売
②
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
お
い
て
の
仕
入
販
売
ノ
ウ

ハ
ウ
や
機
能
の
提
供

③
旬
八
大
学
を
通
じ
、
販
売
・

営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
の
人
材
教
育
、紹
介
、業
務

請
負

④
農
業
者
と
農
協
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す

る
I
T
ツ
ー
ル
の
共
同
開
発

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
㈱
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
で
は
今
回

の
事
業
提
携
を
起
点
と
し
て
、

全
国
で
同
様
の
課
題
を
持
つ
多

く
の
J
A
の
支
援
と
業
務
提
携

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

業務提携したＪＡ東京中央の城田恒良組合長（左から３人目）と㈱アグリゲートの
左今克憲代表取締役（同４人目）。地場野菜「大蔵大根」を使った弁当とともに
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事例発表などで日頃の取り組みを共有
ＴＡＣパワーアップ大会２０１８を開催

　
大
会
は
、「
担
い
手
の
声
を
反
映
し

た
地
域
生
産
振
興
の
実
践
」、「
労
働

力
支
援
や
事
業
承
継
支
援
等
の
地
域

全
体
の
課
題
解
決
」、「
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の

強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

の
発
揮
」の
３
点
を
テ
ー
マ
と
し
て
表

彰
や
事
例
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、全
農
会
長
賞
に
Ｊ
Ａ

北
び
わ
こ
、Ｊ
Ａ
特
別
表
彰（
事
業
承

継
部
門
）に
Ｊ
Ａ
金
沢
市
な
ど
９
Ｊ
Ａ

と
８
人
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
事
例
の
発
表
で
は
、新

規
作
物
の
作
付
け
提
案
に
よ
る
所
得

向
上
、機
械
化
や
新
た
な
栽
培
技
術

導
入
に
よ
る
省
力
化
と
規
模
拡
大
、

契
約
販
売
や
販
路
の
拡
大
に
よ
る
販

売
収
益
の
確
保
、事
業
承
継
支
援
の

取
り
組
み
や
担
い
手
へ
の「
Ｔ
Ａ
Ｃ
通

信
」を
活
用
し
た
情
報
提
供
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
担
い
手

の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

　全農は11月15、16日、横浜市で「ＴＡＣパワーアップ大会２０１８」を開き、全国から約６００人のＴＡＣやＪＡ役員、
担い手らが参加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【耕種総合対策部】

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、

  

一 

、
多
様
化
す
る
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
で
応
え
ま
す
。

  

一 

、
担
い
手
と
と
も
に
営
農
を
通
し
て
、地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

  

一 

、
担
い
手
の
た
め
に
、日
々
進
歩
す
る
農
業
の
可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、元
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
監
督
、現
在
は
Ｆ
Ｃ
今
治
の
オ
ー

ナ
ー
を
務
め
る
岡
田
武
史
会
長
が

「
サ
ッ
カ
ー
振
興
と
チ
ー
ム
づ
く
り
〜

今
治
か
ら
の
挑
戦
〜
」と
題
し
、サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
た
チ
ー
ム
づ
く
り
と
地

域
振
興
に
つい
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
、「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
新
規
設

置
」、「
事
業
承
継
支
援
」、「
人
材
育
成

支
援
」な
ど
６
つ
の
テ
ー
マ
で
行
い
、Ｔ
Ａ

Ｃ
の
他
に
農
業
者
３
団
体（
日
本
農
業

法
人
協
会
、全
国
農
協
青
年
組
織
協

議
会
、全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
）か
ら
も
参
加
を
い
た
だ
き
、熱

心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
一
堂
に
会
し
、日

頃
の
取
り
組
み
を
共
有
・
議
論
す
る

こ
と
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
意
欲
向
上
に
つ

な
が
る
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。全
農
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

取
り
組
み
を
全
力
で
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

ＴＡＣ表彰
北海道　あさひかわ農業協同組合　  村上　達也 氏
秋田県　あきた北農業協同組合　　 本多　孝平 氏
茨城県　新ひたち野農業協同組合　 保田　昌宏 氏
新潟県　越後中央農業協同組合　  川本　花子 氏
石川県　金沢市農業協同組合　　　押田　哲男 氏
滋賀県　グリーン近江農業協同組合　岩穴口博美 氏
島根県　島根県農業協同組合　　　石川　敏子 氏
福岡県　福岡八女農業協同組合　　 橋本　篤児 氏

ＪＡ特別表彰（事業承継部門）
石川県　金沢市農業協同組合

担い手向けＴＡＣ通信表彰
新潟県　新潟みらい農業協同組合
京都府　京都中央農業協同組合
兵庫県　たじま農業協同組合
島根県　島根県農業協同組合

ＪＡ表彰
滋賀県　北びわこ農業協同組合【全農会長賞】
北海道　あさひかわ農業協同組合
石川県　小松市農業協同組合
滋賀県　おうみ冨士農業協同組合

TACパワーアップ2018 受賞者一覧

ＴＡＣパワーアップ
大会２０１８の受
賞者

事例発表するJA北びわこの
丸岡課長

分科会では熱心な議論が展開

大会宣言
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協定を結び握手を交わす長澤会長㊧と廖董事長

　
山
形
県
本
部
は
11
月
12
日
、台
湾
・
台
北
市
の
人
気
百
貨
店「
微
風
廣
場
」と
販
売
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。店
内
に
常
設
販
売
棚
を
設
置
し
、年
間
を
通
し
て
、季
節
ご
と
旬
の
県
産
農
畜

産
物
を
販
売
し
ま
す
。協
定
締
結
は
、2
0
1
5
年
に
結
ん
だ
高
雄
市
の
大
立
百
貨
店
に
次
い
で

２
カ
所
目
で
、さ
ら
な
る
販
売
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。　
　【
山
形
県
本
部
】

　
微
風
廣
場
で
は
、青
果
物
売
り
場
の

冷
蔵
ケ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
使
い
、大
粒
ブ

ド
ウ「
シ
ャ
イ
ンマ
ス
カ
ッ
ト
」や
西
洋
梨

「
ラ・フ
ラ
ン
ス
」、柿
、リ
ン
ゴ
な
ど
の
秋

台
湾
の
百
貨
店「
微
風
廣
場
」と
販
売
協
定

２
カ
所
目
の
常
設
棚
で
さ
ら
に
輸
出
拡
大

び

　
　ふ
う

　
　
　ひ
ろ

　
　
　ば

果
実
に
加
え
、来
春
か
ら
は
サ
ク
ラ
ン

ボ
、ブ
ド
ウ
、ス
イ
カ
、メ
ロ
ン
、桃
、和
梨

な
ど
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。ま
た
、今

秋
デ
ビ
ュ
ー
の
新
品
種
米「
雪
若
丸
」

や
、昨
年
の
和
牛
輸
入
解
禁
を
契
機
に

輸
出
が
始
ま
っ
た「
総
称
山
形
牛
」、県

産
果
汁
飲
料
な
ど
、農
産
物
関
連
の
加

工
品
も
定
番
品
で
販
売
し
ま
す
。

　
現
地・台
湾
で
開
い
た
調
印
式
で
は
、

山
形
県
本
部
運
営
委
員
会
の
長
澤
豊

会
長
と
微
風
集
團
の
廖
鎮
漢・董
事
長

が
、協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。長
澤

会
長
は「
日
本
産
商
品
の
取
り
扱
い
激

戦
区
と
な
って
い
る
台
北
市
で
、農
産
物

を
安
定
的
に
ご
提
案
で
き
る
こ
と
を
非

常
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。協
定

を
足
掛
か
り
に
、『
す
べ
て
は
生
産
者
の

た
め
に
』の
信
念
に
基
づ
き
、農
業
振
興

に
努
め
ま
す
」と
強
調
。廖
董
事
長
は

「
微
風
廣
場
は
、高
級
果
物
や
米
、牛
肉

な
ど
、日
本
産
食
材
の
情
報
発
信
基
地

と
し
て
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。良

質
な
山
形
の
農
産
物
を
台
湾
の
消
費

者
に
広
め
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、締
結
式
に
先
立
ち
11
日
に

は
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
。店
頭
で

た
い
わ
ん
じ
ほ
う

り
ゃ
お
ち
ん
か
ん
と
う
じ
ち
ょ
う

長
澤
会
長
と
株
式
会
社
山
形
県
食
肉

公
社
が
消
費
者
に
向
け
、旬
の
県
産
農

畜
産
物
が
並
ぶ
常
設
売
り
場
の
新
設

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
締
結
式
は
地
元

台
湾
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
も
集
め
、台
湾
の

経
済
紙「
経
済
日
報
」や「
臺
灣
時
報
」

を
は
じ
め
十
数
社
か
ら
の
取
材
を
受

け
、台
湾
国
内
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

微
風
廣
場
に
設
置
さ
れ
た
常
設
販
売
コ
ー
ナ
ー
に

並
ぶ
山
形
県
産
農
産
物

長澤会長らの訪台と山形県農産品のＰＲ活動を伝える「臺灣時報」の紙面
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ＪＡおやま
（栃木県）

概要 平成 30 年 2 月 28 日現在

正組合員数　　　　 　　   8954人
准組合員数　　　　 　 　 5428人
職員数                       364人
販売品取扱高           101億8千万円
購買品取扱高          38億9千万円
貯金残高  　         1647億2千万円
長期共済保有高    4,320億1千万円
主な農産物　　トマト、レタス、キュウリ、
イチゴ、ビール大麦、小麦、黒毛和牛など

麦
類
、新
規
需
要
米
、畜
産
含
め

地
域
一
体
型
の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト

と
並
行
し
た「
バ
ラ
出
庫
」が
あ

り
ま
す
。県
内
3
カ
所
だ
け
で
の

取
り
組
み
で
、24
㌧
ト
ラ
ッ
ク
へ

直
接
積
み
込
み
フ
レ
コ
ン
使
用

料
を
削
減
し
ま
す
。加
え
て
、も

み
殻
の
地
域
の
畜
産
農
家
な
ど

へ
の
配
布
な
ど
、耕
畜
連
携
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
思
川
C
E
を
含
め
2

基
の
C
E
と
9
基
の
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
、耕
種
農
家
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
後
も

管
内
一
体
と
な
り
、麦
類
か
ら
新

規
需
要
米
の
作
付
け
と
い
っ
た

生
産
体
系
を
支
援
し
、他
産
業
と

の
連
携
も
含
め
、地
域
一
体
型
の

農
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

 　
管
内
の
主
な
農
畜
産
物
の
一

つ
が「
と
ち
ぎ
和
牛
」で
す
。
管

農
業
が
特
徴
で
す
。

　
管
内
は
ビ
ー
ル
大
麦
や
小
麦

な
ど
の
全
国
有
数
の
麦

作
産
地
で
、
そ
の
後
作

と
し
て
新
規
需
要
米

（
主
に
飼
料
用
米
）の
作

付
け
が
拡
大
し
、
そ
の

後
の
増
加
も
見
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

平
成
24
年
10
月
、
新
規

需
要
米
生
産
の
拡
大
補

助
を
目
的
に
、「
思
川

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー（
C
E
）」（
総
処

理
量
3
0
0
0
㌧
、
平

成
29
年
産
米
集
荷
量

2
6
3
9
㌧
）を
設
立
し

ま
し
た
。大
き
な
特
徴
と

し
て
、
フ
レ
コ
ン
出
庫

　
J
A
お
や
ま
肥
育
牛
部
会
会

長
と
J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木
和
牛

販
促
委
員
会
会
長
を
務
め
る
松

本
一
男
さ
ん
は
、「
今
年
度
か

ら
J
A
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料

（
株
）の
配
合
飼
料〝
肉
牛
ア
ド

バ
ン
ス
ラ
イ
ス
〟と
い
う
飼
料
に

切
り
替
え
て
い
ま
す
。飼
料
用
米

圧
ペ
ン
の
含
有
量
の
多
さ
が
特

徴
で
、
牛
肉
の
食
味
向
上
を
期

待
し
ま
す
。管
内
の
新
規
需
要
米

作
付
け
の
増
加
も
あ
り
、飼
料
用

米
を
多
く
含
む
飼
料
を
与
え
る
、

そ
の
牛
の
ふ
ん
尿
を
堆
肥
と
し

て
活
用
す
る
、良
質
な
飼
料
用
米

が
で
き
る
と
い
っ
た
、地
域
の
循

環
型
農
業
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
し
ま
す
」と
話
し
ま
す
。地

域
の
飼
料
米
も
使
用
し
た
飼
料

に
よ
る
、よ
り
安
心
・
高
品
質
な

「
と
ち
ぎ
和
牛
」を
今
後
も
広
く

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

福島県

群
馬
県

茨城県

栃木県

　
J
A
お
や
ま
は
平
た
ん
な
土

地
を
活
か
し
た
米
や
麦
、イ
チ
ゴ

や
ト
マ
ト
な
ど
の
施
設
園
芸
を

含
む
青
果
物
、花
き
類
や
和
牛
と

い
っ
た
畜
産
な
ど
、多
種
多
様
な

内
の
黒
毛
和
種
の
肥
育
頭
数

は
県
内
1
位
を
誇
り
、
現
在
は

E
U
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心

に
輸
出
に
も
取
り
組
み
、
県
内

出
荷
頭
数
の
50
％
を
占
め
て
い

ま
す
。「
と
ち
ぎ
和
牛
」は
今
年
度

の
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
に
て
、

全
国
の
銘
柄
牛
の
中
か
ら
最
高

賞
を
受
賞
し
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
、

国
内
・
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

牛の生育状況を説明する松本さん

思川カントリーエレベーターで
24㌧トラックへの積み込み

バ
ラ
出
庫
の
C
E
増
設
し

飼
料
用
米
生
産
サ
ポ
ー
ト

「
と
ち
ぎ
和
牛
」の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
へ
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県
本
部

だ
よ
り

愛媛県本部

60
代
目
の「
愛
媛
み
か
ん
大
使
」と
と
も
に

　

愛
媛
県
は
、
柑
橘
類
の
生
産

量
・
品
種
数
と
も
に
日
本
一
で

す（
平
成
27
年
産
）。

　
「
柑
橘
王
国
」の
顔
と
し
て
、

愛
媛
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛

媛
県
産
柑
橘
を
P
R
す
る「
愛

媛
み
か
ん
大
使
」

4
人
に
よ
る
消

費
宣
伝
活
動
は

昭
和
34
年
度
か

ら
実
施
し
、
今

回
が
60
代
目
と

な
り
ま
す
。
一
年

間
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
販
促
・
試

食
宣
伝
活
動
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
へ

の
出
演
な
ど
を

通
じ
て
愛
媛
県

産
柑
橘
の
P
R

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

11
月
か
ら
本

格
的
に
活
動
を

始
め
た
60
代
目

大
使
4
人
は「
西

日
本
豪
雨
に
よ

り
、
県
内
で
は
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
が
、
全
国
の
皆
さ
ま
に

『
愛
媛
は
元
気
で
や
っ
て
い
る

よ
』と
い
う
思
い
を
届
け
る
と
共

に
、
愛
媛
み
か
ん
の
P
R
を
し

て
い
き
た
い
」と
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
愛
媛
県
本
部
果
実
課
は
毎
年
、

愛
媛
み
か
ん
の
本
格
出
荷
に
合

わ
せ
、
首
都
圏
と
関
西
地
区
で
、

「
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
11
月
5
〜
8
日
、
首

都
圏
と
関
西
地
区
で
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
県
内
産
早
生
み
か
ん
が
出
そ

ろ
っ
た
5
日
に
は
、
県
内
主
産

地
J
A
な
ど
と
と
も
に
東
京
・

大
田
市
場
で
初
荷
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
い
、
早
生
み
か
ん
の
出
荷

ス
タ
ー
ト
と
愛
媛
み
か
ん
の
品

質
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
の
贈
答
用
と
し

て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る「
紅

ま
ど
ん
な
」や
、1
月
下
旬
か
ら

旬
を
迎
え
る「
甘
平
」な
ど
、
愛

媛
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
や
、
柑
橘
の
周
年
供

給
体
制
の
構
築
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
本
部
は
、
愛
媛
県
産

柑
橘
の
P
R
の
た
め
に
11
月
3

日「
み
か
ん
の
日
」か
ら
4
月
14

日
の
愛
を
深
め
る
記
念
日「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」ま
で
を「
オ
レ
ン

ジ
ロ
ー
ド
」と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」

は
、「
愛
の
シ
ン
ボ
ル
」で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
＝
季
節
の
旬
の
柑
橘

を「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」ま
で
の
記

念
日
ご
と
に
贈
り
合
う
こ
と
で
、

愛
を
育
み
深
め
て
い
く〝
道
の

り
〟で
す
。

　

今
年
も
、
県
内
J
A
と
一
体

と
な
り
、
愛
媛
県
産
柑
橘
の
消

費
拡
大
と「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」の

定
着
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

県内産早生みかんが出そろった11月５日に東京・大田市場で初荷セレモニー

60代目となる2018愛媛みかん大使 量販店での販促活動を通じて愛媛みかん
をしっかりPRする愛媛みかん大使

オレンジデーのロゴ

本
格
出
荷
に
合
わ
せ
て

東
京
市
場
で
初
荷
式
も

県
内
J
A
と
一
体
と
な
り

「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」定
着
へ
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

4等級以上はもう一段の上昇

もも630円、むね275円

豚 肉

鶏 卵

例年よりは安めで推移

全国的な供給増大で弱含みか

　11月の成牛と畜頭数は、速報値で約10万2千頭（前年比
98.4%）と前年を下回りました。
　11月の東京市場枝肉卸売価格は、速報値で和牛去勢A5
が2928円（前年比103.4%）、和牛去勢 A4が2647円（同
105.2%）、和牛去勢A3が2458円（同 111.6%）、交雑牛B3が
1672円（同117.3%）でした。
　農畜産業振興機構が公表した12月の国内出荷予測頭数を品
種別にみると、和牛が約4万7千頭（前年比101.9%）、交雑牛が
約2万3千頭（同98.4%）、乳用種が約2万7千頭（同91.5%）で、
全体では約9万8千頭(同98.0%)と見込んでいます。
　12月に入り、年末年始を見据えた手当が本格化することもあ
り、和牛の4等級以上は11月
までの相場からもう一段の上
昇が見込まれます。昨シーズ
ンは初せりのタイミングが遅
く、相場のピークが中旬以降
にずれ込みましたが、今シー
ズンは初せりが1月7日であ
ることもあり、相場のピークは
12月上旬と想定されます。

　11月の平均相場は、もも肉588円/㎏（前月比18
円上げ）・むね肉274円/㎏（同4円上げ）、正肉合計
で862円/㎏と前月比22円上げも、前年比では62
円の下げとなりました。一時的な冷え込みもありまし
たが比較的暖かい日が多かったためか、もも肉は、後
半596円を記録するも軟調に終わりました。むね肉
は、サラダチキン・鶏チャーシューなどの需要で堅調
に推移しており、月初270円・月末276円ともちあい
圏内となりました。
　日に日に気温の低下が見られ冬らしくなりつつある
ものの、全体的には温暖な日が多く、鍋物需要の盛り
上がりに欠けますが、も
も肉は月後半すなわち年
末への期待を込めて月平
均630円、むね肉は引き
続き量販店向けなどでの
動きが良いことや、冷凍
での引き合いも出て来た
ため月平均275円のもち
あいと予測します。

　11月の全国と畜頭数は、速報値で約145万頭、前年比98.8%でした。
　11月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で439円/㎏（前年比75.6%、
前月比95.2%）となりました。末端での荷動きが好調になってきたものの、
全国のと畜頭数が7万頭前後/日で安定してきたことや、輸入豚肉（チルド）
も依然3万㌧/月台での入荷となっていること、市中での加工原料用の冷凍
在庫を比較的潤沢であることから、前月より相場は低位で推移しました。
　農畜産業振興 機 構の12月出荷予測頭 数は、約151万頭（前年比
103.3%）です。
　12月も引き続き、鍋商材は好調に動くと見込まれ、バラを中心にスライ
ス商材の荷動きが活発になると思われます。また、忘年会などのイベント
シーズンでもあり、ロイン系も若干の動きが見込まれるものの、ウデ・モモ
を中心にしたスソ物の動きは弱いこ
とが見込まれます。相場は年末に向
けた手当てなどで、例年同様徐 に々
上向いてくると思われますが、出荷
数量も潤沢かつ輸入豚肉（冷蔵）の
入荷も安定していることから、ここ
数カ月の流れを踏襲して相場は例
年よりは安めで推移すると思われま
す。

　11月の東京相場の月間平均は、Ｍサイズ基準値195
円（前年比△33円）となりました。11月は需要期に入っ
たものの、秋口以降、供給量の増加が続いていることか
ら需給にひっ迫感は生まれず、もちあいの状態が続きま
した。
　11月は平年よりも気温が高い日が多かったものの、業
務筋は外食チェーンにおいて定番となった鍋物など季節
メニューによる引き合いがあり、一定の需要の盛り上が
りが見られました。また、テーブルエッグについても根強
い節約志向を背景に堅調な荷動きが続いています。
　ただし、今後については、全国的な生産量増大によ
り、東日本から西日本への
スポット出荷の動きが弱
まったことや加工筋に積極
的なスポット購入の動きが
ほとんど見られないことか
ら、産地在庫は増大してお
り、弱含みの展開となるこ
とも考えられます。
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お断り　1月の畜産情勢は休みます。
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※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、12/27（木）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、お届け先により送料が必要となります。

　山形から一足早い春を運ぶ「啓翁桜」のご紹介です。
　春を象徴する「桜」は私たち日本人の心とも言える花です。
　山形県では全国的にも早く昭和40年代後半に、お正月に
も満開の桜が楽しめる「啓翁桜」の促成栽培をスタートしま
した。秋の冷え込みが早い山形では、冬に桜の花を咲かせる
手法を編み出しました。
　つぼみから薄紅に花開き満開、そして葉桜へうつろう
「啓翁桜」をお楽しみください。

　「みのりみのるプロジェクト」では、各種イベント
情報や生産者の思い、全国各地の旬の農畜産物
の告知などを目的に、ＳＮＳによる情報配信強化
に努めています。右のQRコードからフォローをお
願いします。　　　   【フードマーケット事業部】

山形の啓翁桜（８０ｃｍ×８本）……3700円
1月20日ごろから発送

小さなＹＡＭＡＧＡＴＡマルシェ（ＪＡ全農山形）

JAタウンは
こちらから

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※こちらの商品は予約注文となります（１月20日ごろから順次出荷予定）。

ＳＮＳで情報発信強化 みのりみのる
プロジェクト
Facebook

みのりカフェ
Instagram
「＠minori.cafe」

けいおうざくら

　コンクールには全国７県22ＪＡ管内
の92の小学校から1499点の応募が
ありました。東京・大手町の全農で行
われた全国審査には110点が進出。
厳正な審査の結果、低学年（１、２

年）、中学年（３、４年）、高学年（５、６
年）の各部から計21点の入賞作品が
選ばれました。
　審査講評では「エネルギーが多様
化する昨今においても、ＬＰガスが家

　全農は11月21日、34回目となるクミアイプロパン絵のコンクールの全国
審査を行い、特選など入賞を決定しました。  【燃料部】

特選など
入賞作品
決定

クミアイプロパンキャラクター
「キャッチくん」

庭に根付いている必須のエネルギー
であると感じられた」「発想が豊かで
楽しさがあり、よく考えられている作
品が多かった」など高い評価の声が
ありました。

特選入賞作品

低学年の部（1～2年生）
熊本県　玉名市立大浜小学校
岡本 勝将さん（２年）

中学年の部（3～4年生）
島根県　邑南町立瑞穂小学校
三井 咲彩さん（４年）

高学年の部（5～6年生）
茨城県　行方市立玉造小学校
齋藤 涼太さん（６年）

34回

201812.17vol.867

農福連携で対談した神出元一理事長㊧と濱田健司さん（６－７面）

ＴＡＣパワーアップ大会2018で事例発表す
るＪＡ北びわこの丸岡課長（5面）

台湾の百貨店に設置した常設販売棚で山
形県産農畜産物のトップセールスをする山形
県本部運営委員会の長澤豊会長㊨ら（８面）

Ｔ
Ａ
Ｃ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
２
０
１
８
を
開
催

在香港日本国総領事館の和田大使が
全農訪問（輸出対策部）

米国の名門調理師学校で2年目の
和牛講座開く（ＪＡ全農インターナショナル㈱）

全農職員が完全自動飛行型ドローンの
デモ飛行開始（耕種総合対策部）

ＪＡグループ広島 担い手アグリサミット
開催（広島県本部）

ＪＡ東京中央と㈱アグリゲートが業務提携
（総合企画部）

大阪で「ヤンマーサポーティングマッチＪＡ全農
にいがたサンクスデー」開催（新潟県本部）

台湾の百貨店と販売協定締結（山形県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡおやま）

5面

県本部だより（愛媛県本部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

クミアイプロパン絵のコンクールで
特選など入賞作品決定（燃料部）

ＪＡタウンショップ紹介
小さなＹＡＭＡＧＡＴＡマルシェ
（ＪＡ全農山形）

「国産鶏居酒屋 はせどり 秋葉原店」が
ラジオ番組で紹介される

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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農福連携で労働力不足に取り組む全農も一翼を担い、地域創生へ
対 談6

7
面

濱田 健司 さん 神出 元一 代表理事理事長
一般社団法人 ＪＡ共済総合研究所主任研究員
一般社団法人 日本農福連携協会 顧問 全 農

Web
限定 （畜産総合対策部）
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